
平
たいら

良仁
じんゆう

雄さん（1939 年
ねん

久
く め じ ま

米島生
う

まれ）

　私
わたし

もここの学
がっこう

校の卒
そつぎょうしょうしょ

業証書をもらっ

ているが、どこを探
さが

してもその卒
そつぎょう

業

証
しょうしょ

書は出
で

てきません。どうして持
も

って

いないか。証
しょうしょ

書の中
なか

に澄
すむ い

井小
しょうちゅうがっこう

中 学 校

とあるからです。ハンセン病
びょう

だとい

うことが分
わ

かるので、その卒
そつぎょうしょうしょ

業証書

を焼
や

いて捨
す

てるか、破
やぶ

って捨
す

てるか、

ほとんどの人
ひと

が持
も

っていないのです。

就
しゅうしょく

職をするときの履
りれきしょ

歴書も嘘
うそ

の履
りれ き

歴

書
しょ

。地
じも と

元の小
しょうちゅうがっこう

中学校を卒
そつぎょう

業したといっ

てね。

沖縄県人権啓発活動ネットワーク協議会
沖縄県保健医療部地域保健課　TEL:098-866-2215

沖縄県1941 年、熊本生まれ。久高
島や与那国島で育つ。8 歳
の頃ハンセン病を発病し、9
歳のとき愛楽園に入所。

1939 年、久米島生まれ。小
学校入学前にハンセン病を
発病。9 歳のとき久米島の
患者とともに船で愛楽園に
入所。



＊＊ハツ子
こ

さん（1933年
ねん

沖
おきなわじま

縄島中
ちゅうぶ

部生
う

まれ）

　重
じゅうびょうとう

病棟や結
けっかくびょうとう

核病棟があって、青
せいねんりょう

年寮の

人
ひと

が付
つ

き添
そ

いした。痰
たん

片
かた

づけたり、夜
よどお

通

し付
つ

き添
そ

ってね。お湯
ゆ

で手
てぬ ぐ

拭い絞
しぼ

って湿
し

布
っぷ

したり、今
いま

の看
か ん ご し

護師がやっていること

全
ぜんぶ

部やっておった。昔
むかし

はおむつなんてな

いさ、材
ざいりょう

料がないんだもん。だから夜
よどお

通

し、しょっちゅう起
お

きないかんわけよ。

　乙
おとめりょう

女寮の人
ひと

たちはご飯
はん

炊
た

いたり、洗
せんめん

面

させたりして。食
しょっき

器を上
あ

げて下
さ

げて、そ

れから全
ぜん ぶ

部洗
あら

わないといといけないさ。

で、結
けっかく

核患
かんじゃ

者の人
ひと

の食
しょっき

器は全
ぜんぶ

部、お湯
ゆ

を

沸
わ

かして消
しょうどく

毒しないといけないさ。そん

なこと三
さんめい

名くらいで朝
あさひるばん

昼晩、何
なんじゅうめい

十名もの

人
ひと

のをしなくちゃいけないから。朝
あさ

から

晩
ばん

までずっと。もう、ぐったりよ。

患者の家に検診に向かう警察官と愛楽園園職員

＊＊＊吉さん（1922 年
ねん

沖
おきなわじま

縄島北
ほく ぶ

部生
う

まれ）

　検
けんしん

診で「愛
あいらくえん

楽園に行
い

って診
しんさつ

察しなさい」と言
い

われて。

園
えん

に来
き

て検
けん さ

査して、入
にゅういん

院しなさいということだったん

ですよ。

　家
いえ

の中
なか

消
しょうどく

毒されたんですよ。入
にゅうしょ

所したその日
ひ

のうち

に、園
えんちょう

長が保
ほけんじょ

健所に電
でん わ

話したと思
おも

うんです。翌
よくじつ

日、二
に

～三
さんめい

名の作
さぎょうにん

業人が保
ほけんじょ

健所から私
わたし

の家
いえ

に来
き

て、雨
あまぐつ

靴のま

ま家
いえ

の中
なか

に入
はい

って、座
ざしき

敷も全
ぜんぶ

部消
しょうどく

毒したらしいですよ。

それが大
たいへん

変だったですね。驚
おどろ

きましたよ。まさかそん

なことするとは思
おも

わなかったですから。

　妻
つま

がこういうことだったよと、バスに乗
の

ってね。来
き

ていました。妻
つま

はそれから全
ぜんぜん

然面
めんかい

会に来
き

たことないで

す。那
な は

覇に移
うつ

ってね、向
む

こうで暮
く

らすようになった。

阿
あ は ご ん

波根ハルさん（1924 年
ねん

沖
おきなわじま

縄島中
ちゅうぶ

部生
う

まれ）

　裁
さいばん

判に参
さん か

加して勝
か

ったときはすごいう

れしかったな。人
にんげんふっかつ

間復活だったよ。今
いま

までの惨
みじ

めさが吹
ふ

っ飛
と

んでしまったよう

な。おとうもおかあも生
い

きていたらどん

なに喜
よろこ

んだか。予
よぼうほう

防法も廃
はい し

止になって、

別
べつ

にうつる病
びょうき

気でもないって言
い

われて、

おとうおかあが生
い

きているときに聞
き

かせ

たかったって、いまだに思
おも

うわけよ。あ

んなに親
おや

に苦
くろ う

労かけてね。病
びょうき

気になって

親
おや

を哀
あわ

れさせたって思
おも

って。兄
きょうだい

弟にそん

な話
はなし

して泣
な

いたけどよ。

平
たいら

良仁
じんゆう

雄さん（1939 年
ねん

久
く め じ ま

米島生
う

まれ）

　面
めんかい

会だと呼
よ

ばれて、小
ちい

さな面
めんかいしつ

会室

に走
はし

っていくと、面
めんかいしつ

会室を真
ま

ん中
なか

で

仕
し き

切る板
いたかべ

壁に開
あ

けられた小
ちい

さなすき

まから、予
よ ぼ う ぎ

防着の白
はく い

衣を着
き

せられて

固
かた

く座
すわ

っている父
ちちおや

親が見
み

えた。

　家
いえ

にいたとき、私
わたし

と毎
まいゆうしょく

夕食、高
たかぜん

膳

を並
なら

べて一
いっしょ

緒に食
しょくじ

事をし、毎
まいあさ

朝

体
からだじゅう

中を手
て

で触
さわ

りながら斑
はんもん

紋の確
かくにん

認

をしてくれた父
ちちおや

親は身
みう ご

動きせず、後
うし

ろには職
しょくいん

員が立
た

っていた。家
いえ

では私
わたし

の体
からだ

の頭
あたま

のてっぺんから足
あし

の先
さき

まで

触
さわ

っていた父
ちちおや

親なのに、私
わたし

を抱
だ

き寄
よ

せることも、体
からだ

を触
さわ

ることもしな

かった。

沖縄愛楽園全景。対岸に古宇利島が見える


